
船舶事故等調査報告書 

平成２４年７月２６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１広第１２２号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２３年５月４日 １５時１５分ごろ 

発生場所 山口県徳山下松港第１区平野ふ
．
頭 

山口県周南市所在の西ノ島三角点から真方位０２０°２,２４０ｍ付近 

（概位 北緯３４°０４.１′ 東経１３１°４５.１′） 

事故等調査の経過  平成２３年７月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ケミカルタンカー 東
とう

ソ丸、２９７トン 

 １２９５３５、東央海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、二級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船体 船首フェアリーダー凹損 

岸壁 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか３人が乗り組み、次亜塩素酸ソーダ約３２０㎥を積載

し、徳山下松港第１区の平野ふ
．
頭に右舷着けで着岸作業中、船長の舵操作

が遅れ、船首が岸壁に衝突した。 

本船は、ほぼ満載の状態であった。 

船長は、満載時の本船の舵効きが悪いと感じていた。 

 本船はそのまま着岸し、船体及び岸壁の損傷状況等を確認したが、航行

に影響がなかったので、翌日、岡山県岡山市岡山港へ向かった。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし 

海象：潮汐 低潮時、海上 平穏 

 その他の事項  船長は、平野ふ
．
頭への着岸経験は豊富であった。 

船長は、綱取り作業員を手配していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 本船は、徳山下松港第１区の平野ふ
．
頭に着岸作

業中、船長が本船の載貨状態を考慮した操舵を適

切に行わなかったことから、船首が岸壁に衝突し

たものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、徳山下松港第１区の平野ふ
．
頭に着岸作業中、船長が

本船の載貨状態を考慮した操舵を適切に行わなかったため、船首が岸壁に

衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

 ・船体のコンディションが船体の制御に大きく影響することがあるの

で、事前に載貨状態などを考慮して機関、操舵を使用する時機を検討

すること。 



 




